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内脱リン酸化酵素 src homology phosphatase-2 (SHP-2)と特異的に結合し、細胞の異常増殖に作用す
ることを発見した。さらに、CagAの SHP-2結合部位に東アジア株に特異的なアミノ酸配列を認め、
東アジア株の CagAは欧米株の CagAに比べ SHP-2との結合が強く、日本の胃癌株の CagAは全て
東アジア型であることを明らかにした。したがって、CagA はピロリ菌感染の病態、特に胃発癌にお
いて、ピロリ菌と宿主細胞間の相互作用を引き起こす重要な病原因子であると考えられた。そこで､
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Real time quantitative  
PCRキットの開発及び製品化 
既存の製品・技術分野の機能・特徴 
・ピロリ菌培養によるピロリ菌感染診断。 
・ピロリ菌の持つｳﾚｱｰｾﾞ活性を検索する間接診断(迅速ｳﾚｱｰｾﾞﾃｽﾄ)
・抗ピロリ菌抗体を同定する血清学的診断。 
・胃内視鏡生検組織における顕微鏡下同定診断。 
新製品・新技術の機能・特徴 
・感度・特異度が極めて高い。 
・ピロリ菌感染診断に限らず、病原性の診断が同時に出来る。 
・胃癌発症リスク診断にもなる。 
・胃癌発症予防対策を講じる必要性が判断出来る。 
・多くのサンプルを同時に短時間で処理出来る。 
